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容 の 二 大 展 示 ～

津市白山町川□/AN民
館で開催した「丼出ひろ、川□に帰

～
出ひろと三重の女性たち一―」、フ

レンテみえ情報コーナーで開催した「3.8から 4.10へ 三重の女性は社会を動かしてきた」の 2
つの展示が好評のうちに終了しました。会場にお越し下さつた皆様、また多大なご協力をいただき

ました川□/AN民館・川□地区の皆様、フレンテみえの皆様、ありがとうございました。

井出ひろ、川口に帰る一井出ひろと二重の女性たち一

昨年末二重大学の展示に加え、地元

の調査で、新たに複数の証言や系図、

写真等も加わり、充実した展示内容と

なりました。           .
3月 の期間中には、川回公民館で映  1

画会や街づくり放談会など多彩な催

しも開催 され、地域の多くの皆さま

に、井出ひろの業績や人となりを知っ

ていただくことができました。

(なお、展示の一部は、6月 4日 (土)フ レンテまつりでもご覧いただける予定です。)

3.8か ら 4.10へ  二重の女性は社会 を動か して きた

今年は、国際婦人デー100周年にあたること、また統

一地方選挙のただ中であったこともあり、大きな関心を

呼びました。

またフレンテみえの他の登録団体からも「私たちも展

示をしたいけど、どうしたらいいの ?」 と問い合わせも

ありました。フレンテみえでも情報コーナーの活用のル

ールづくりを始め、今後、各登録団体で情報コーナーの

利用が活発になりそうです。
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実施日 :2011年 3月 29日 (火)(日帰り)

天 気 :幸

二重の女性史研究会では、3月 末、度会町 。大台町等ヘフィール ドワークに出かけました。東日本大震

災直後ということもありましたが、せっかく準備 していただいている関係各方面の皆さま方の心遣いを

無にしてはと、7名 で出かけてまいりました。桜の開花に合わせての計画でしたが、今年は寒の戻りもあ

り、満開の桜を見ることができなかったことは心残 りでした。 しかし、各地で充実 したフィール ドワー

クができたことは、参加者それぞれの財産になったと思います。

大台町 (三瀬谷 )

奥伊勢湖さ<ら /AN園

・満州開拓団慰霊碑

・二重日輪兵舎

(お世話になつた皆 さま方、ありがとうございました。)

河井道の墓を訪ねて

江南 登美

女子教育者河井道の著書を発掘 し、その教育論に傾倒 して個人研究に情熱を注いでお ら

れる度会町の大西蜻子 さんが案内して下さつた。

なぜ牧戸に河井道の墓があるのか疑問だつたが、母菊枝 とのつながりだと理解できた。

牧戸は、菊枝の生まれ育つた故郷であり、晩年を過ごした場所だつた。道も頻繁に母を

訪ね、村の人々との交流も重ねていたとい う。菊枝の縁戚の下里家に位牌が納められてい

る仏壇を拝ませていただき、地元の人々が墓地を懇ろに守っているとの話も老人会の方々

から現地で聞くことができた。

牧戸に生まれ伊勢山田に嫁ぎ夫とともに北海道に移 り人生の終わ りは故郷へ。柔軟に

その時々に対応 しなが ら人間愛を貫いた菊枝の生き方が地元の人々に温かく受け容れ ら

れていた証 しだと思 う。そ して、娘道の取 り組 もうとすることを全面的に支持 し見守 り

続けたであろう母親が浮かびあがる。道 もそんな母を敬愛 し母を見守つてくれる地元の

人々への感謝を持ち続けたに違いない。だからこ

そ、この地に母と共に眠りたかったのだろう。

墓石は菊枝と並んでそれより小さめにしてほし

いとの生前の道の言葉どおりにしたらしいとか。

道の心のふるさと、教育観の原点は、母菊枝にあ

つたのだと確信した。
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【旅程】

度会町 (牧戸ほか )

。大西蜻子さま宅

多気町 (丹生)

・下里春子さま宅

・度会町役場 (総務課課長八木―夫さま)

。河丼道、母菊枝の墓地 (地域の皆さま)

。梅香尼の寺 (菊枝晩年の住居)跡
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河井道著作原本に出会つて

佐藤 ゆかり

河井道の研究を行つている度会町の大西蜻子さま宅を訪問した。ご自宅で、研究のきっ

かけ・経過とともに、これまで収集された資料群を見せていただく。そこで目に留まった

のが、河井道の著書『マイ・ランターン』『スライディング 0ドア』の原本だつた。

河井道はこの2冊の自伝を英語で著した。その日本語訳は恵泉女学園の関係者の手でな

され、重厚なハー ドカバー本として世に出ている。『二重の女性史』編纂時は、私もこの

翻訳版の方を一読させていただいた。その時私は、彼女が英語を使用したのは、自らを語

るのにより論理的な言語を求めたから、くらいにしか捉えていなかった。

しかし見せていただいた原本は、手触り柔らかく、和綴じで、表紙に和風の挿絵が施さ

れていた。一方は 「提灯」また一方は 「障子」

一一まさに “ランターン"と “スライディン

グ・ ドア"だった。今回実物を見せていただ

いて初めて、私は、彼女の真意 「和の心を、

広 く全世界の人々に知 らしめたい」を理解 し

たのである。

慰霊を兼ねたフィール ドワーク

ー大台町 満洲開拓殉難者霊場一

竹内  令

会員の高齢化で奉賛会が解散 し、慰霊祭が無 くなつて何年になるだろう。拓魂碑前小公

園や、その中に建つ 日輪兵舎の荒れを覚悟 して来たのだが、思つたほどでなくホッとする。

その昔分村を作つた歴史を、大台町の人々は今も忘れず、維持 してくれているらしい。で

も、今後いつまで ? 戦後 65年を経過 したのだと、改めてその世代の年齢に想いを馳せ

る。

慰霊祭の間、身じろぎもせずに瞑日していた顔・顔 0顔。『兄たちの青春』(改題『贄舞』)

の取材で親しくなった人たちだつた。今では、鬼籍に入られたとの報せも、幾つか届いて

いる。「開拓村の先生」だと教えられ『双龍開拓団史』の著者だと知った澤田さんを、遠くから見

守ったのもここだつた。女性史研の若い人たちに、今回、僅かでも当時を伝えられたことが嬉しか

った。

東京 0聖跡桜ヶ丘の霊場に案内してくださつた、義

勇隊の保母さんの顔が浮かんだ。確かあの全国霊

場の慰霊祭も4月 。次男の住む街からはそう遠くない 中

のだ、もう一度是非行かなくては。
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『河井道の生涯一―光に歩んだ人∵―』

木村恵子
`岩

属動夕 ″
"拿平和・国際・園芸・信仰・女子教育などの大

切さを、戦前・戦中・戦後一貫して説いた河井

道の人生が、わかりやすく綴られた伝記。特に

軍国化の中で信念を貫くため、道が取つた対処

方法は、彼女の知性がにじみ出ていると思う。

『故国通かな リー太平洋を渡った里き・源
吉の手紙』里き・源吉の手紙を読む会編

ζだメズ出版)″〃孝
伊東里きと、夫・宇都宮 (山田)源吉の手紙

が新たに発見され、今まで謎だった里きのテメ
リカ生活の一部が解明された。読んでいて、当
時アメリカで結ばれたもう一組の山田夫妻 (嘉

吉 。わか)がダブって仕方なかったのは、私だ
けだろうか。

『時代を生きた女たち_新・日本女性通史』

総合女性史研究会編 潮口新聞出版)″/θ 孝

本を開いてす ぐ「 I政治 1.権力の中で」で

早 くも、8世紀高位に上った栞女の代表として

T=穫TT叢讐籍議藷讐を掲載。『飯高町郷
土誌』や、中野イツ「二重県女性史」にも紹介
されている実在の女性である。近現代に限ら
ず、学ぶべきものは学んでいきたいと思う。

三重ゆかりの

女性 3人について

書かれた本を

紹介 します。

二重の女性史研究会 フレンテまつり2011ワ ークショップ&展示 ご案内
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当日、会場にて川口祐二さん他著『故

国逹かなリー太平洋を渡った里き由源

吉の手紙』の販売があります

3日 (金)4日 (土)の フレンテま

つり期間中、フレンテ 1階エン

トランスでもパネル展を実施。

ぜひお立ち寄りください。新たに発見された

手紙 19通収録‖

とき:2011年 6月 4日 (土)10:10～ 12:00
(受付開始 10:00)

ところ :二重県男女共同参画センターフレンテみえ 3階tミ :片―‐C
参加費 :500円 (資料代 )

しず

主な内容 :伊東里き研究の川口祐二さんと、河井道研究の大西錆子さんをお招きして最新

情報をうかがう2時間。その他、研究会からも、井出ひろ・森三千代・

澤田寿江と満洲女塾、朝鮮出稼ぎ海女などのパネルを展示 します。



オ ,

,~~l      News Letter No.9   1｀
.■‐二すのま牲人●え合■・

フレンテまつり2011ワークショップ
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6月 4日 (土 )、 フレンテみえセミナーCにおいて、三重の女性史研究会の「海を渡つた三重の女性た

ち」ワークショップを開催しました。当日は、伊

東里き研究の川□祐二さん (南伊勢町)と、河丼

道研究の大西靖子さん (度会町)をお招きし、そ

れぞれの最新情報や、研究に対する姿勢など、数

多<を学ばせていただきました。

【大西靖子さん】

ワークショップの模様の一部は 10日の三重テ

レビ「輝け !三重人」でも放映されました。講師

饉

一

【川□祐二さん】

研究会からも、丼出ひろ 。森三千代 。澤田寿

江と満洲1女塾、朝鮮出稼ぎ海女などのパネルを

展示、また資料集も作成し、参加の皆さんに興

味を持つてご覧いただ<ことができました。

秦 ど ギ |

撃:冠E逸:書磐延R足醤冒事「`・と
ありがとうございました。

三重の女性史研究会では、

今回の学びをもとに、さら

に調査研究、情報発信に努

めていきます。

【パネル展示の様子】



皆さま方にいろいろご支援・ ご協力いただいている私たち二重の女性史研究会も、いよいよ 3年 目に

入 りました。去る 7月 10日 (日 )にはフレンテみえリサーチ室にて総会を開催 し、会員同士、これまで

の活動を振 り返 り、また今後の活動について話 し合いました。

右ページに示したのが、これまでの活動の一部を表 した「二重の女性史研究会☆県内活動MAP」 で

す。ご協力いただきました各地の皆さま、ありがとうございました。私たちはこれからも、県内のさま

ざまな地域に学ばせていただき、また交流を深めていきたいと思っています。 どうぞよろしくお願いい

たします。

また、新年度 となり役員等を右記のよ

うに決定いたしました。新体制になりま

したが、以前 と変わらぬご支援 。ご協力

のほど、何卒よろしくお願い申し上げま

す。

また、今年度から新たに新会員を募 り

ます。二重の女性史に興味 。関心をお持

ちの方は、下記をご覧の上、二重の女性

史研究会事務局、またはお近くの二重の

女性史研究会会員までご連絡ください。

埋もれている二重の女性の歴史を、一緒

に掘 り起こし、学び合いましょう。

tt  `II  )1、

2011年度二重の女性史研究会役員等

会長 鈴山  雅子

副会長 竹内   令

事務局 佐藤 ゆか り

会 計 寺井  和子

会計監査 1 坂倉 加代子

名誉会長 1 濱田  滋子

顧問 1 伊藤 康子  ・ 西川  洋
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入金員
三重の女性史研究会では、新入会員を募集しています。ジェンダーの視点で

三重の女性の歴史を掘り起こしたい方、研究を通しエンパワーメントを図りた

い方、その他三重の女性史に興味 。関心をお持ちの方、ご参加をお待ちしてい

ます。

お申し込み・お問い合わせ :

二重の女性史研究会事務局

〒514‐ 1133津1市久居万町 638‐ 2

佐藤ゆか り

TEL&FAX:059-255-7813
E‐mail:mie‐her09oewel.ocn.ne.ip

※またはお近くの二重の女性史研究会会員まで
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(フ レンテみえでの開催を除く。他団体主催の活動を含む。)

ワークショップ/講師を招聘/フ ィール ドワーク/展示 など 〕 2010年度 :太字

菰野町 :産業文化祭

女性史』報告会20

澤井余志郎氏 2009111
市 :は もりあ「『二重の女
ました」20100306

ジェフリーパネル展示 201

:ジェフリー「『二重の
女性史を見てみま しょう」201 0130

二重大学ブース展示 20101211

雲出小根本貞路授業 20101125

ネル展 20110301

東里きフィール ワーク

ン勁Lり :|口 祐二氏
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一
つれづれなるままに 佐藤ゆかり

7月 6日 (丞)_三重県初のエリート女子教員・吉田とみ (のちの山高とみ)

とある情報紙に山高しげりの原稿を書<ことになった。いろいろ資料を漁つている中で、彼女の母の

名前「とみ」と、その実家の姓「吉田」を別々の資料から拾い出して<っ つけてみた時、「あれ ?!」 と

アンテすに引つかかるものがあった。すぐに『三重の女性史』の年表を繰つてみると、やはり「1882
(明治 15)年 県師範学校初の女子師範生 3名入学。津市・吉田とみ、度会郡・青木ふゆ、山□県 。

長谷川ひさ」とあった。しげりの母は、三重県師範学校初の女子学生だったのである。

正確には『三重の女性史』通史にもあるように、統計の数字としてはその 4年前に 1人の女子在籍が

認められる。しかし氏名が確認され、しかもその後東京女子師範学校を卒業し、母校 (当時は三重県尋

常師範学校)に戻り、訓導として勤めた女子は、古田とみが初めてだった。

この三重県初のエリート女子教員古田とみを射止めたのが、同校教諭だった山高幾之丞である。『三重

大学教育学者[創立百年史』によれば 1887年当時の幾之丞の月給 45円、とみの月給 10円。この給与

格差 (その根拠となる地位格差 。男女格差)以前に、2人とも士族の出であれば、結婚して女が家に入

るのは当然の時代だったかもしれない。

結婚後、とみは長女、長男を出産。1898年夫は同校校長に就任、翌年しげりが誕生する。この後 1902
年、夫の転勤に伴い東京に転居し、以後群馬県を転々とする。その間、1905年三女を産んでいる。

しかし 1908年 4月、大が過労のため 44歳で急死。1か月後とみは、涙を拭う間もな<桐生高等女

学校の教壇に立つ。44歳の再チャレンジだった。その彼女の肩には、残された 4人の子どもの生活と

共に、三重県初のエリート女子教員のプライドも、のしかかっていたのかもしれない。

1909年四日市市立高女、1913年上野高女 (東京)、 1915年篠山高女 (兵庫)と全国各地で教員

を続けた後は、1917年山梨県立病院看護婦養成所の舎監となり、1931年 66歳で亡<なつた。彼女

の生き方が、しげりの母子福祉運動や婦人の自立獲得への原動力となったことはいうまでもない。

7月 18日 (月) 最近のコミックと丁Vドラマ

コミック『大奥 0第 7巻』よしながふみ (白泉社)が届いたので、さっそ<読む。吉宗 (お讐)が『没
日録』を手にするところに話が戻つてきて、いよいょクライマックス近し、である。1冊だけ読むつも

りが、ここに来て、伏線に張つてあった細かいキャラクターや設定が繋がってきて、もう一度 1巻から

読み直す羽目になってしまった。現代のジェンダーヘの<すぐりも、ますます効いている。この後、吉

宗が「歴史の修正」をどう進めてい<のか (または新たな時代を切り拓<のか)楽 しみだ。

ところで「歴史の修正力」といえば『 Jノ /VJである。この最終回で、戻つた世界の橘未来 (中谷美

紀)が医事史研究者というのには、ストーリーに関係なく一人でクスリと笑ってしまった。(深い意味は

ない。)そして綾瀬はるかは、1年半後、新島八重として幕末に戻って<るという。NHK大河 ドラマ|へ
_′i

この『八重の桜』をきっかけに、このまま主人/ANを
男女隔年で制作して<れるとよいのだが。    F/「

/

皆様からの情報や、出前講座の

お問い合わせ等、お待ちしてお

ります (^― ^)。

フレンテみえ男女共同参画フォーラム

走 舞 喀 /1ネ′じ展 勧 優 わ 味
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…―…
¬二重の女性史研究会会報 「MieHerstow」 もおかげさまで発行第 10号 と

なりました。これもひとえに当会を支え 。応援 していただく皆様のおかげと

感謝 しております。紙面を借 りましてお礼を申し上げます。

(会報 「Ⅷ eHettto町」最新号は二重県男女共同参

画センター 「フレンテみえ」ならびに二重県生涯学習

看ここ逼握F暑還:Л鷹 試1ぎ:動
また事務

t、
3子痣 驚参    |

ミiふ =.:_… _… _.._… ―………=

とぶこれ死議趣多ι′くんだゴと封多,ノ レンテみえフォーラム「みえの男女 2011百

△

マ

』削l釉]渕]国ニ
した。移動により人間は歴史に翻弄され、また歴史を切り拓いてもき

ました。特に女性の場合、移動がターニングポイントとなることが多

かつたと思われます。

二重の場合でも、農業・漁業・工業など産業分野、満洲開拓などの

移民、遊女など、さまざまな分野で、日外・国内、また県内間でも女

性の移動が行われてきました。そこには、自発的移動もあれば国策に

よる移動もあり、時には人身売買による移動などもありました。

今回、それらの一部をポスター展示し、参加者と内容を深め合いた

いと思います。グローバル化の現代、私たちの生きる指針となること

を願つて。

と き :2011年 11月 12圏 (土)1◎ :③ ③～16:◎ ③

ところ :二重県男女共同参画センター「プレンテみえ」

1階ふれあしヽコーナー前

他のイベン トも盛 り

だくさんです。

ご来場をお待ちして

います。



MieHerstory第 10号記念特集～三重の女性史研究会会員がお<る～

□
□
□

山川菊栄の思想 と活動」―姉妹 よ、まずかく疑 うことを習え

`だ

キュメンタノー晨厩/翼夕 r″〃菊栄記な全/″グ・艦gr″圭チ評 ノ

平塚・与謝野らと母性保護論争を展開した山川菊栄が、夫とと

もに自主・ 自立の生き方を実践 したその暮らしぶ りを、著書やス

ナップ写真でみると、人間らしい素顔 と確固たる意志が真実伝わ

つてくる。男女平等社会実現に尽力した生涯を、彼女に接 した人

びと、その後継者が語る。「既成の法や制度を問い直せ、そこから

解放の道は開ける」と女性たちへ意識改革を呼びかけた、初代労

働省婦人局長の理論的生き方は、今も受け継がねばならない。

lf >Z --7 the anewert

艦 g.〃場ご「そ勧魏賜席考 ″ rイ駒見療子/4ηゴI付

今秋は女性監督映画が日白押 しで、全部付き合つていたら時間

もお金もとても足らないという嬉 しい時代になつた。中でも日本

で「女性主人公のハー ドボイル ドを女性監督が撮る」 (しかもメジ

ャー映画で !)時代の幕を開けたこの映画には拍手喝采。前作『K
-20怪人二十面相・伝』の時から佐藤監督は気になっていたのだ

が、今回は「自身でピンチを切り抜ける女性」「女性が観て美しい

セックスシーン」など女が観ていてみどころ満載。次回作も期待

ます !(←つて、ネタバレ?!) (佐藤ゆかり)

』
□
□
□
□
□
□

Jメわたしのオススメ映画情報メ

「黄色い星の子供たち l

鑑 響 り物tr′―ズ 。ボンシユ/アラ″ 。だ″ 。ノ″
゛
ノ=∠α θの

ユダヤ人強制収容はフランスでも行われていた。監督はその事

実を丹念に調べ上げる。記録文書や映像の掘 り起こし、生存する

証言者の聞き取 りに、彼女は 3年を費や したという。その過程で

収容所から生き残つた子供の生存者を運命的に見つけ出す。それ

ら膨大な資料を紡ぎ合わせて脚本を練 り、映画という形で彼女は

この歴史的罪過を世に発信 した。彼女が物語の軸としたのは、も

ちろんその生存者の少年である。女性史を探究する者としてぜひ

観ておきたい。 (佐藤ゆかり)

□
□
□
□
□
□



癸 資 の ′ 主 活 動 ま ク

津市立久居中学校夫化祭に

PTA作品 として出晨 (2011.10.22.)

(佐々木かよ・ 山島 しげ り 。丼虫ひろ)

特に佐々木かよは、校区内に住み、同中学校創立時に教員だつたことt)あ って展示しました。観覧

の先生や保護者の方々からは「こんな立派な女性がいたなんて知らなかった。展示を見られてよかつ

た。」と関心を呼びました。また昼休みには、生徒さんたちにも展示を見てもらうことができ、特に

『少女の友』時代の “茂里子"の作品群について、興味を持って読んでもらえたと思います。

「歴史ユニ拝 く津の女性たち」

津市男女共同参岳情4rt飲

「つばさ」11号から新逹載

「歴史をおいた津の女性たち」

二重の女性史については、2009年四日市の男女共同参画情報紙「はもりあ」に連載 (3

回)さ れたのに続いての連載開始です。今、津市では 「江」がブームですが、戦国～江

戸期以外の女性についても、広く市民の方に知っていただき、女性の自立や社会参画に

ついて考えていただければと企画しました。今後は、津で地道に働いた女性たちも取り

上げていけたらと思います。 (「つばさ」は津市の公共施設等に配置 しています。また三

重の女性史研究会事務局にもあります。)

茂里子は四 日市

時代 にデ ビュt

しています !

頼問 :舌夕ll 洋先生 。伊藤康子先生 情報ありがとうございました

LLI高 (吉口 )と み  について新 しい発見

前号のコラムでご紹介した山高しげりの母・山高 (吉 田)と みについて、当会顧間の西川

洋先生より新たな情報をいただきました。とみは結婚後も長男出産まで教員を継続。しかも

1889(明 治 22)年の段階で、県下に女教員会、婦人会の組織化を図ろうと呼びかけを行つ

ていたことがわかりました。また、同じく顧間の伊藤康子先生からも、山高 しげりの元秘書・

八木博子氏をご紹介いただき、情報交換をはかることができました。二重の女性史研究会は、

近代についてまだまだ発掘 しつくせていない部分が特に多く、戦前県内の女性たちの動きに

ついて、今後も精力的に追いかけていきたいと思つています。



鞣 y

拿

ノ陶         ォー勉  
「

総あ な津』

1。 と き  : 2012年 2月 11日 (上 。祝)

2。 ところ  : 津市リージョンプラザ

3。 内 容  : 活動発表 (10:OO～ 11:45)活 動展示 (10:O③～16:30)

4。 紹介する津の女性たち (予定):

中材美知子、関よね、濱田滋子、堀川鹿つ、二重保育院、生活改良普及員、

井出ひろ、山高 しげり、佐々木かよ、根本貞路、近江績糸女子工員 (順不月 )

5。 主 催  : 三重の女性史研究会津

(三重の女性史研究会の津市在住のメンノヾ―を中心に発表します)

樋ヽ し
'合

わどのうえ、ピひ、毅 ZくださしL～

冒顆 晰

扮醸輔夢

☆ 7月 ☆ みえ生涯学習ネットワーク登録会員として入会しまし

た。男女共同参画の分野だけでなく、生涯学習の分野にもネットワ

ークを拡げていきます。

=重の女性史研究会 【最近の出来事L

惑

☆ 809月 ☆ 新入会員 3名 を迎え、総勢 19名 となりました。

(二重の女性史研究会では引き続き新入会員を募集中です。詳し

くは事務局までお気軽にお問い合わせください。)
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三重の女性史研究会では、皆さまからの情報提供

や、出前講座のお申し込みを受け付けております。

ご連絡 。お問い合わせ等は、二重の女性史研究会事

務局 (Plに記載)までお気軽にどうぞ。
L●Lさまか

らのご連絡をお待ちしております (^一 ^)。    |

【次号予告]

☆みえの男女2011パ ネル展リポート

☆2011秋のフイールドワーク紀行

その他、次号も情報満載でお届けいたします。お楽

しみにや
|


